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セッションの構成

１．仙台都市圏PT調査の概要： 宮本和明 （武蔵工業大学）

２．仙台都市圏の都市交通政策検討
（１）仙台都市圏の交通： 林 一成

（(財)計量計画研究所）
（２）政策検討のための分析： 秋元伸裕

（(財)計量計画研究所）

３．仙台都市圏PT調査結果を受けた今後の展開
（１）今後の展開： 遠藤信哉 （宮城県）
（２）地元行政として： 岩﨑裕直 （仙台市）

４．質疑応答



http://www.pref.miyagi.jp/tosikei/pt/



第４回仙台都市圏パーソントリップ調査
実施体制

• 政策検討部会
– 部会長 宮本和明（武蔵工業大学）

– 副部会長 徳永幸之（東北大学）

– 他関係機関代表

• 技術検討部会
– 部会長 原田昇（東京大学）

– 副部会長 吉田朗（東北芸術工科大学）

• 事務局
– 国土交通省東北地方整備局企画部広域計画課

– 宮城県土木部都市計画課

– 仙台市都市整備局総合交通政策部交通計画課

• 調査受託機関
– （財）計量計画研究所

林一成、秋元伸裕、小島浩、他

別途報告予定



仙台都市圏は生活習慣病



仙台都市圏の郊外化



複数の将来シナリオ

シナリオ１：
低密市街地拡散型

シナリオ３：
交通軸上市街地
集約型

シナリオ２：
計画市街地誘導型



仙台PT調査における付帯調査

通勤交通と居住環境に関する調査（３）



転居前想定交通手段との相違

８２２０違う

９２２,５７９同じ

％回答者数
転居前に想定していた交
通手段との相違

転居前想定経路との相違

６１５２違う

９４２,３６９同じ

％回答者数
転居前に想定していた経
路との相違



第4回仙台都市圏パーソントリップ調査における

基本的な考え方

（１）都市構造

（２）公共交通

（３）交通行動

（４）財政制約

（５）今後の見直し方法



自動車利用に偏重した
近年の都市構造の変化と交通状況の
悪循環を是正し、
公共交通を中心として、
自動車を「かしこく」使う、
持続可能な都市圏を目指す
提言を行います。



これまでの都市構造の変化と交通



（提言）これからの都市構造の誘導と交通



「絵に描いた餅」を「食べられる餅」へ

• 計画から実施、そして実現へ

– 都市計画関連会議での認知

– 庁内PI
– 各種実施手段の実行

• 大規模事業所等との協働

•


